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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、為替や株価に好転の兆しが見られ、消費増税の影響も予測よ

りは軽微であり、緩やかな回復基調で推移いたしました。しかし、エネルギーコストの上昇や原材料価格の高騰に

より、依然として不透明な状況は続いております。また、中東ではイスラム国のテロ行為に対する武力制裁、原油

価格下落によるロシア経済や米国経済への影響等が回復基調にあった世界経済の新たな不安要因となっております。

当社グループの重要な販売分野である国内繊維産業におきましては、生産拠点の海外移転が更に拡大しており、

また国内大手顧客の不採算部門の生産中止、中小顧客の廃業などもあり、依然として厳しい状況が続いております。

一方、海外の繊維産業におきましては、米国の経済は好調ですが、欧州はドイツを除いて不振が続いており、中国

の景気回復も足踏み状態であります。

非繊維分野におきましては、国内の自動車関連は一部減産となりましたが、住宅関連商品は好調を維持しており、

海外では自動車関連商品が順調に拡大しております。

このような状況下、当社グループでは、販売・利益を確保するため、競争力のある高品質・低価格商品の開発を

行うとともに、市場ニーズに合致した商品の早期開発に努めてまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高23,938百万円（前年同四半期比

5.1％増）、営業利益3,276百万円（前年同四半期比6.8％増）、経常利益4,957百万円（前年同四半期比16.8％増）、四

半期純利益3,120百万円（前年同四半期比17.3％増）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 日本

日本における当第３四半期連結累計期間の外部顧客に対する売上高は23,365百万円（前年同四半期比4.9％増）、

セグメント利益（営業利益）は3,319百万円（前年同四半期比7.8％増）となりました。

陰イオン界面活性剤の分野におきましては、国内合繊メーカー各社が縮小傾向の中、不織布用途等で安定した

販売実績となりました。海外への販売におきましては、中国合繊メーカー各社への拡販により販売数量が伸び、

外部顧客に対する売上高は2,552百万円（前年同四半期比7.1％増）となりました。

非イオン界面活性剤の分野におきましては、国内では、消費低迷と繊維製品の低価格化によりテキスタイル分

野の加工量が減少しましたが、加工メーカーの淘汰が進み、稼働率は改善されつつあります。化学工業分野では

洗浄剤原料のリニューアルが遅れ販売が減少しました。海外では欧州向け需要が低迷する中、工業用繊維分野、

衣料繊維分野、高機能繊維分野ともに販売数量を伸ばしました。その結果、外部顧客に対する売上高は13,879百

万円（前年同四半期比3.6％増）となりました。

陽・両性イオン界面活性剤の分野におきましては、繊維関連加工剤の販売は加工量が減少し、低調な結果とな

りました。化学工業分野では原料価格値上げに伴う製品価格の是正に努めましたが、新規洗浄剤原料の採用が遅

れたことにより販売数量が減少しました。その結果、外部顧客に対する売上高は803百万円（前年同四半期比3.1

％減）となりました。

高分子・無機製品等の分野におきましては、繊維関連では、織布向け製織用スパン糊剤が在庫過多を解消した

ことにより販売数量が増加しました。フィラメント糊剤も新たな分野への展開が進み順調な売上となりました。

非繊維関連では、液晶分野設備の投資低迷が徐々に解消されており、化粧品原料は堅調に推移しております。建

築関連用途でも回復の兆しが見えております。その結果、外部顧客に対する売上高は6,130百万円（前年同四半期

比8.2％増）となりました。

　

② インドネシア

　インドネシアにおける当第３四半期連結累計期間の外部顧客に対する売上高は572百万円（前年同四半期比15.4

％増）、セグメント利益（営業利益）は53百万円（前年同四半期比15.7％増）となりました。為替はルピア安の傾

向で、販売数量は減少しましたが、販売金額は若干増加しております。

　非イオン界面活性剤の分野におきましては、織布用平滑剤の国内販売が減少しました。合繊の紡糸、紡績、コ

ーニングオイルは一部で合繊メーカーの減産による影響を受けました。その結果、外部顧客に対する売上高は282

百万円（前年同四半期比13.0％増）となりました。

　高分子・無機製品等の分野におきましては、国内向け販売は加工量の減少とアクリル糊剤の使用量が減少した
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ことにより販売数量が減少しました。同業他社との競合激化により販売単価も低下しました。また、自動車、オ

ートバイ用タイヤ離型剤の販売数量は前年並みに推移しましたが、インドネシア国内のタイヤ販売が低調であっ

たため、第４四半期からは生産調整が行われる見通しです。その結果、外部顧客に対する売上高は279百万円（前

年同四半期比15.9％増）となりました。

　陰イオン界面活性剤及び陽・両性イオン界面活性剤の分野におきましては、販売数量、販売金額ともに大きな

進展は見られず、外部顧客に対する売上高はそれぞれ3百万円（前年同四半期比6.5％増）及び7百万円（前年同四

半期比283.2％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　

① 資産、負債及び純資産の状況

(資産)

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」という）比2,906百万円（5.6％）

増加して、54,721百万円となりました。流動資産は前期末比2,051百万円（5.4％）増加の40,017百万円、固定資産

は前期末比855百万円（6.2％）増加の14,703百万円となりました。

流動資産増加の主な要因は、受取手形及び売掛金が1,502百万円、有価証券が854百万円前期末よりそれぞれ増加

したことによるものであります。

固定資産増加の主な要因は、投資有価証券が1,069百万円前期末より増加したことによるものであります。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末の負債の合計は、前期末比413百万円（4.0％）減少の9,942百万円となりました。流

動負債は、前期末比701百万円（7.5％）減少の8,664百万円、固定負債は前期末比288百万円（29.1％）増加の1,278

百万円となりました。

流動負債減少の主な要因は、買掛金が522百万円増加したものの、短期借入金が700百万円、未払法人税等が572百

万円前期末よりそれぞれ減少したことによるものであります。

固定負債増加の主な要因は、繰延税金負債が386百万円前期末より増加したことによるものであります。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前期末比3,319百万円（8.0％）増加して44,778百万円となりまし

た。

純資産増加の主な要因は、利益剰余金が2,203百万円、その他有価証券評価差額金が1,122百万円前期末よりそれ

ぞれ増加したことによるものであります。この結果自己資本比率は、前期末の79.6％から81.6％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第３四半期累計期間の業績につきましては、売上高、利益ともに当初予想を上回る状況で推移し、経常利益、当

期純利益の実績値が通期業績予想値を上回る結果となりました。しかしながら通期の業績予想につきましては、今

後の為替動向等が依然として不透明であり、予想数値を合理的に算定することが困難な状況であるため、平成26年

５月９日に公表いたしました予想数値を据え置いております。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を割引率

決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見

込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,220 18,010

受取手形及び売掛金 8,464 9,966

有価証券 7,535 8,389

商品及び製品 1,817 1,868

仕掛品 452 447

原材料及び貯蔵品 1,056 1,095

繰延税金資産 317 108

その他 103 131

貸倒引当金 △2 △0

流動資産合計 37,966 40,017

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,628 6,679

減価償却累計額 △4,382 △4,539

建物及び構築物（純額） 2,246 2,140

機械装置及び運搬具 10,254 10,334

減価償却累計額 △8,948 △9,237

機械装置及び運搬具（純額） 1,306 1,097

土地 531 532

建設仮勘定 27 84

その他 1,500 1,507

減価償却累計額 △1,390 △1,400

その他（純額） 109 107

有形固定資産合計 4,221 3,962

無形固定資産

その他 13 14

無形固定資産合計 13 14

投資その他の資産

投資有価証券 8,931 10,000

その他 686 730

貸倒引当金 △5 △3

投資その他の資産合計 9,612 10,726

固定資産合計 13,848 14,703

資産合計 51,815 54,721
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 6,036 6,558

短期借入金 700 -

未払法人税等 1,421 849

賞与引当金 275 142

その他 932 1,113

流動負債合計 9,366 8,664

固定負債

退職給付に係る負債 270 163

資産除去債務 99 101

繰延税金負債 524 910

その他 95 102

固定負債合計 990 1,278

負債合計 10,356 9,942

純資産の部

株主資本

資本金 6,090 6,090

資本剰余金 6,518 6,518

利益剰余金 31,717 33,920

自己株式 △3,600 △3,603

株主資本合計 40,725 42,925

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 718 1,841

為替換算調整勘定 △206 △109

退職給付に係る調整累計額 3 0

その他の包括利益累計額合計 516 1,731

少数株主持分 217 121

純資産合計 41,458 44,778

負債純資産合計 51,815 54,721
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 22,773 23,938

売上原価 16,798 17,671

売上総利益 5,974 6,267

販売費及び一般管理費 2,905 2,990

営業利益 3,069 3,276

営業外収益

受取利息 37 91

受取配当金 65 64

持分法による投資利益 91 99

為替差益 894 1,395

投資事業組合運用益 11 6

その他 104 34

営業外収益合計 1,205 1,693

営業外費用

支払利息 3 3

その他 28 9

営業外費用合計 32 13

経常利益 4,242 4,957

特別利益

固定資産売却益 18 0

投資有価証券売却益 - 32

特別利益合計 18 32

特別損失

固定資産除却損 - 0

特別損失合計 - 0

税金等調整前四半期純利益 4,260 4,989

法人税、住民税及び事業税 1,562 1,725

法人税等調整額 45 145

法人税等合計 1,608 1,871

少数株主損益調整前四半期純利益 2,652 3,117

少数株主損失（△） △7 △2

四半期純利益 2,659 3,120
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,652 3,117

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 921 1,122

為替換算調整勘定 △23 208

退職給付に係る調整額 - △3

持分法適用会社に対する持分相当額 11 △9

その他の包括利益合計 908 1,318

四半期包括利益 3,561 4,435

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,580 4,336

少数株主に係る四半期包括利益 △19 99
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

　

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 インドネシア

売上高

外部顧客への売上高 22,276 496 22,773

セグメント間の内部売上高
又は振替高

216 39 256

計 22,493 536 23,030

セグメント利益 3,078 46 3,124

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 3,124

セグメント間取引消去 △51

棚卸資産の調整額 △4

四半期連結損益計算書の営業利益 3,069

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 インドネシア

売上高

外部顧客への売上高 23,365 572 23,938

セグメント間の内部売上高
又は振替高

266 35 302

計 23,632 608 24,240

セグメント利益 3,319 53 3,373

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 3,373

セグメント間取引消去 △50

のれん償却額 △36

棚卸資産の調整額 △9

四半期連結損益計算書の営業利益 3,276

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

平成26年７月31日付で、連結子会社である株式会社マツモトユシ・インドネシアの株式を追加取得したことによ

り、36百万円ののれんが発生しております。なお、当該のれんについては、販売費及び一般管理費において「のれ

ん償却額」として一括償却しております。
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